
 
 

《 例会 》 毎月第 2 水曜日 19:00~21:00 若松栄町教会（☎ 0242-27-3944） 

 

 

 

 ◇8月の聖句 ◇ 
嘲りのまなざしは人を苦しめる。無知な唇は滅びに落とされる。神に従う人の口は不法を隠す。憎しみはいさかい

を引き起こす。 

愛はすべての罪を覆う。聡明な唇には知恵がある。意志の弱い者の背には杖。  箴言１０章１０節～13節 

 

8月例会プログラム 

            司会；高橋 真美ｳｨﾒﾝ 

 

 １．開 会 点 鐘      青山孝男会長 

 ２．ワイズソング       一  同 

 ３．会長あいさつ      青山孝男会長 

 ４．連 絡 ･報 告      青山孝男会長 

 ５．聖 句 朗 読      髙橋 力ﾒﾝ 

 ６．食前感謝        髙橋 力ﾒﾝ 

 ７．会 食         

 ８．懇 談      「会津の CS を考える」  

 ９．Happy Birthday! Happy Anniversary!  

   20 高橋京子ｳｨﾒﾝ、3髙橋容子ﾒﾈｯﾄ 

  ――あかべこーーー 

 10．閉 会 点 鐘      青山孝男会長 

 

 

＜７月例会出席状況＞ 

   在 籍 者 5 名   ゲスト 0 名 

   出 席 者 5 名   メネット 0 名 

＊7月例会出席率 100％ 

   あ か べ こ    5,000円 

   16-17 年度合計    5,000円 
 

  

 

 

 

 80 歳の私の終活  
               髙橋 真美 

200という数字はあなたにとって、「ビックリ・ポン」 

ほどの数字でないかもしれません。でも一年 365日の 

約 60%の日数なるのです。

実は、2016年 7月 22日

で 200回を記録した活動

があるのです。それは「反

原発」金曜行動。会津若

松市の繁華街「神明通り」

で毎週金曜日 16時から一時間、原発反対の意思表示

をするプラカードや幟旗を手に黙って立つ、いわゆる

「サイレント・スタンディング」雨の日も晴れの日も、

炎天下でも吹雪の中でも、そして祭日日曜日は当たり

前、大晦日も今年は元旦も一日も休み無く立ち続けて

200日となりました。仲間は多い時で 20人程、少な

いときでも 7、8人かな。心が晴れない時や、暫くご

無沙汰していても其処に行けば、いつもと同じ笑顔で

迎えてくれる仲間いる。私にとっては、今では無くて

はならない時と場所なのです。 

 

2016~2017 年度主題 
 

International President :Joan Wilson  (カナダ) 

"Our Future Begins Today"「私たちの未来は、今日より始まる」 

Asia Area President :Tung Ming Hsian (台湾) 

"Respect Y’s Movement"「ワイズ運動を尊重しよう」 

東日本区理事 利根川恵子（川越） 「明日に向かって、今日動こう」 

北東部部長 長岡正彦（もりおか） 「明日のために、いま土台を築こう」 

会津クラブ会長 青山孝男      「明日を楽しく、共に歩もう！」  

＜№256 会津通信＞ 

2016 年 8 月 10 日発行 

☆ 強い義務感を持とう 義務はすべての権利に伴う。 ☆ 
 

 

 

会 長 青山孝男 

副会長 髙橋眞美 

書 記 髙橋真人 

会 計 髙橋真人 



さらに私にとって「学びの時」でもあるのです。何を？ 

って目の前を通り過ぎていく一人一人の表情や行為

を観察することです。(失礼になるかなって思う事も 

 ありますが)人の表情や仕草でその人となりが伺え

ることは意外とあるものですね。 

 けれど年齢を重ねた人のそれは、若い人の華やかさ 

や肌の張りなどに隠されていたものが諸に外に表れ、 

もうなにごとの隠しだても不可能な姿に成長(？)さ

せられていることに驚きます。 

いやもうここまで来たら、頭と心に最後の磨きをかけ 

る以外に方法はありませんね。サイレントスタンディ

ングを月に３、４回します。 

毎月３日と１９日(それぞれ何の日か？)は朝７時

１5分から 8時 15分まで「安倍政権 NO!」のプラカー

ドを手に道行く人びとに「おはようございます。」と              

声をかけ、金曜日行動は「こんにちは」(^｡^)と挨拶

するだけなのです。 でも時々道で出逢う知人に        

「今朝立っていましたね」「昨日はどうしました」 

と声をかけられます。そこから立ち話が始まる事もあ

るのです。 

挨拶の「挨」は開く、拓くの意味が有り「拶」は迫る

の意味があるとか。まさに相手に心を開き、そして伝                   

えたい事を相手に優しく迫る魅力を身につけていき

たい。これが私の終活かなと思うこの頃です。 

（画像は「第９回平和まつり」で展示された『ジュゴン 

のいる辺野古の海を体感しよう』です）[次回は髙橋力

ﾒﾝです] 

会津放射能情報センターNEWS 

センター代表片岡輝美のインタビュー記事が地元の

フリーペーパーMon`Do（モンドゥ）掲載されました。  

Mon`Do（モンドゥ）は会津で広く親しまれており、

このインタビュー記事は「この人に訊く」4 回にわた

っての掲載でした。この記事は PDF ファイルでダウ

ンロードもできます。  

記事の写真をクリックすると「メディア情報」に飛び

ますので、ダウンロードして一読いただければ幸いで

す。代表の片岡さんは、１０年間、私たちもやれるこ

とやって、その時点でも子どもが健康でいられたら素

晴らしいと思うし、自分たちがやってきた甲斐があっ

たということにもなります。もしかして手が足りなか

ったところがはっきりし、新たな課題が出たりするか

もしれません。一応 10 年を目安にがんばっていこう

とおもいます。とインタビューを終えました。 

長岡北東部長は主題の具体的活動として、今年は福

島の支援に力を注ぎたいと考えているとのことです。 

原発事故より５年が経過し、６年目に入りましたが、岩

手、宮城は復興が進み自力で歩み始めています・・・ 

頑張っている福島を今年度は応援するとのことです。 

会津クラブとしても心強く期待をしています。（青山） 

 

会津だより 

「少年の主張会津若松市大会」に共催 

８月４日 市内の小学校、中学校代表による大会が

開催され、会津クラブは共催として最優秀者にトロ

フィーの授与と小学生

の部の講評をおこない

ました。 

発表内容は次号に掲載

していきます。 

                     

会津の先人たちをシリーズで紹介します 
南洋開発にかけた一生 

松江 春次（まつえ はるじ） 

 キング・オブ・シュガー 

 南海の楽園サイパン島、戦前は 5万人もの日本人が入植し、

暮らしていました。日本軍が敗走したあと、アメリカ軍が「キ

ング・オブ・シュガーの像」としてたたえ、現在も残る日本人

像があります。その人物が松江春次です。春次は、砂糖製造を

中心に開発事業に成功し、優れた開拓者として語り伝えられて

います。  

松江豊寿（とよひさ）の弟 

 春次は、坂東俘虜（ふりょ）収容

所長として著名な松江豊寿の弟で

す。明治 9年（1876）市内馬場町

（現在の中央二丁目）に生まれ、

会津中学（現会津高校）を卒業、

貧しい生活のなか苦学して東京工

業学校（現東京工業大学）応用化

学科を卒業しています。兄に劣らず、粘り強く勤勉な性格でし

た。  

 

        ◆ 今後の予定  ◆ 
 

    ◇９月例会 ９月 1４日午後 7時より 

 

◇ユニークダンス例会 

9月 28日 会場：アガッセ 



 


